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表紙によせて 
 ２～３年前、自宅の近くの森で採ったハタケシメジ。幼菌が、あまりにもかわいかったので、絵にし

てみました。後は、もちろん食しました。最近では、森もだんだん荒れて、きのこも植物も、少なくな

ってきました。あのハタケシメジの森には、老人ホームが建っています。ちょっと寂しい今日この頃で

す。このハタケシメジは、その周りの枯葉とともに収穫してきて、室内で描きました。 

きのこは足が速いので、その日のうちにスケッチをして、軽く色をつけておきます。場合によっては

写真をとっておいて、後で参考にすることもあります。枯葉などは変化が無いので、後から描き足して

行きます。今回のハタケシメジは、最初彩色画をモノカラーでコピーしてみましたが、きれいに出来  

なかったので鉛筆画で描きなおしました。最近では、まとまった時間がなかなか取れなくなりましたの

で、写真に頼ることが多くなってきました。（池田 純代） 


